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四日市社会保険病院における IBDに関する業績集 
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ランチョンセミナー｢顆粒球吸着療法の可能性 －より良い QOLを目指して－｣： 

潰瘍性大腸炎に対する GCAP連続 5日法の安全性と有効性 

第 66回日本大腸肛門病学会学術集会 

2011年 11月 26日, 東京 
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6. 山本隆行 

特別講演： 

クローン病の術後再発危険因子と再発予防戦略 －エビデンスに基づいて－ 

第61回炎症性腸疾患研究会 

2011年10月7日, 福岡 

7. 中東真紀, 山本隆行, 鳥井孝宏, 石井雅昭, 梅枝 覚, 松本好市 

クローン病におけるインフリキシマブの臨床的有用性と栄養状態改善効果 

第5回NINJA 

2011年 9月 2日, 四日市 

8. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本好市 

潰瘍性大腸炎治療における内視鏡検査の重要性とMucosal Healingの臨床的意

義 

第81回日本消化器内視鏡学会総会 

2011年 8月 17日, 名古屋 

9. 山本隆行 

ランチョンセミナー「Inflammatory Bowel Disease －内視鏡的粘膜治癒を目指し

て－」： 

メサラジン低用量寛解維持療法中に再燃した潰瘍性大腸炎患者にメサラジンの

増量は有効か? 

第81回日本消化器内視鏡学会総会 

2011年 8月 18日, 名古屋 

10. 山本隆行, 中東真紀, 鳥井孝宏, 石井雅昭, 梅枝 覚, 松本好市 

クローン病患者におけるインフリキシマブの栄養状態(BMI)改善効果: 前向き臨

床試験 

第9回三重IBD研究会 

2011年 8月 4日, 津 

11. 山本隆行 

潰瘍性大腸炎の最新治療 

北勢地区消化器病セミナー 

2011年 7月 28日, 四日市 

12. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

シンポジウム「日本から発信する IBD治療の工夫と標準化」： 

Biological Eraにおけるクローン患者に対する経腸栄養療法の意義 

第 96回日本消化器病学会総会 

2011年 5月 14日, 東京 

13. 山本隆行 

ランチョンセミナー： 

クローン病の術後再発予防対策 －エビデンスに基づいて－ 

第 11回日本小児 IBD研究会 

2011年 2月 13日, 大阪 

14. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

重症潰瘍性大腸炎における内科的治療の限界と手術のタイミング：適正な手術適
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応の確立を目指して 

第 65回日本大腸肛門病学会学術集会 

2010年 11月 26日, 浜松 

15. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

シンポジウム 「Crohn病の術後再発とその対策」： 

クローン病術後再発高リスク患者に対するインフリキシマブの再発予防効果：A 

Prospective Observational Study 

Japan Digestive Disease Week (JDDW) 2010 

2010年 10月 15日, 横浜 

16. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

パネルディスカッション 「病態からみた炎症性腸疾患の新しい治療選択」： 

潰瘍性大腸炎患者における顆粒球除去療法の粘膜治癒効果とその臨床的意

義：A Prospective Cohort Study 

Japan Digestive Disease Week (JDDW) 2010 

2010年 10月 14日, 横浜 

17. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

当院における IBDに対する腹腔鏡手術の現状 

第 4回 The North group district IBD New treatment Junior Academy (NINJA) 

2010年 9月 3日, 四日市 

18. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

最近 5年間の当院における IBDに対する腹腔鏡手術 

第 8回三重 IBD研究会 

2010年 7月 22日, 津 

19. 山本隆行 

特別講演：潰瘍性大腸炎における GCAP の粘膜治癒効果とその臨床的意義 

―当院での経験から― 

第 5回九州消化器 GCAP療法研究会 

2010年 6月 12日, 福岡 

20. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

シンポジウム 「Crohn病の長期予後改善を目指して」： 

クローン病寛解維持療法におけるインフリキシマブおよび経腸栄養療法の有効性

と位置づけ 

第 96回日本消化器病学会総会 

2010年 4月 22日, 新潟 

21. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

シンポジウム 「炎症性腸疾患の治療：本邦でのエビデンスを求めて」:  

Prospective Studyによるインフリキシマブのクローン病術後再発予防効果の検証：

Evidenceに基づいた再発予防のアルゴリズム作成を目指して 

第 64回日本大腸肛門病学会学術集会 

2009年 11月 6日, 福岡 

22. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

シンポジウム 「IBDに対する鏡視下手術の現状と問題点」： 
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重症潰瘍性大腸炎に対する緊急用手補助下腹腔鏡手術(HALS)の安全性と有

効性 

第 64回日本大腸肛門病学会学術集会 

2009年 11月 6日, 福岡 

23. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

ワークショップ 「インフリキシマブ投与クローン病の経過（肛門部病変を含む）」： 

インフリキシマブによる寛解維持療法中のクローン病患者に対する経腸栄養療法

の再燃抑制効果：A Prospective Pilot Trial 

第 64回日本大腸肛門病学会学術集会 

2009年 11月 6日, 福岡 

24. 山本隆行 

ランチョンセミナー 「アダカラム再発見 －10年の時を経て－」： 

炎症性腸疾患における GCAPの臨床効果とその位置づけ －当院での経験から

－ 

第 64回日本大腸肛門病学会学術集会 

2009年 11月 6日, 福岡 

25. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

シンポジウム 「炎症性腸疾患の病態に立脚した治療法の開発」： 

クローン病術後早期の内視鏡病変に対するインフリキシマブの有効性：A 

Prospective Study 

Japan Digestive Disease Week (JDDW) 2009 

2009年 10月 16日, 京都 

26. 山本隆行 

ランチョンセミナー 「粘膜治癒から見た消化管の治療」： 

経腸栄養療法のクローン病粘膜病変に対する炎症抑制効果 

Japan Digestive Disease Week (JDDW) 2009 

2009年 10月 16日, 京都 

27. 山本隆行 

シンポジウム 「クローン病の栄養療法 ～栄養療法のエビデンスと栄養指導の実

際～」： 

クローン病において術後経腸栄養療法は再発防止に有用か? －前向き臨床試

験による検証－ 

第 31回日本臨床栄養学会総会 

2009年 9月 19日, 神戸 

28. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

インフリキシマブの新しいエビデンス：Prospective Studyによる術後早期の内視鏡

病変に対する有効性の検証 

第 3回 The North group district IBD New treatment Junior Academy (NINJA) 

2009年 7月 24日, 四日市 

29. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

インフリキシマブの新しいエビデンス：Prospective Studyによる術後早期の内視鏡

病変に対する有効性の検証 
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第 7回三重 IBD研究会 

2009年 7月 23日, 津 

30. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

当院における炎症性腸疾患に対する用手補助下腹腔鏡手術(HALS)の治療成

績 

日本消化器病学会東海支部例会第 110回例会 

2009年 6月 6日, 津 

31. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本 好市 

パネルディスカッション 「クローン病小腸病変の評価とその治療」： 

クローン病切除術後早期の吻合部回腸側の内視鏡所見と臨床的再発率との関

連：A Prospective Endoscopic Cohort Study 

第 95回日本消化器病学会総会 

2009年 5月 8日, 札幌 

32. 山本隆行, 中東 真紀, 梅枝 覚, 松本 好市 

栄養管理フォーラム 「クローン病に対する栄養療法」： 

クローン病の緩解維持に経腸栄養療法は有効か？ －当院の臨床試験の結果か

ら－ 

第 5回日本消化管学会総会 学術集会 

2009年 2月 12日, 東京 

33. 山本隆行 

特別講演：クローン病の術後再発危険因子と再発予防策 －エビデンスに基づい

て－ 

第 21回 IBD Club in Hamamatsu 

2009年 1月 31日, 浜松 

34. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本好市 

ワークショップ 「絞扼性イレウスの早期診断」： 

腸閉塞患者において血漿サイトカインの測定は腸管絞扼の早期診断に有用か? 

－前向き臨床試験－ 

第 70回日本臨床外科学会総会 

2008年 11月 27日, 東京 

35. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本好市 

パネルディスカッション 「クローン病の手術適応と再燃をめぐって」： 

クローン病における初回手術時の手術適応(穿孔型/非穿孔型)と術後再発率およ

び再発形式との関連 －Meta-Analysis－ 

Japan Digestive Disease Week (JDDW) 2008 

2008年 10月 3日, 東京 

36. 山本隆行 

特別講演：クローン病に対する外科的治療と術後再発予防対策 －エビデンスに

基づいて－ 

第 16回 IBD クラブジュニアウエスト 

2007年 8月 30日, 大阪 

37. 山本隆行 
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特別講演：クローン病における緩解維持療法 －経腸栄養療法の有用性－ 

第 15回茨城県炎症性腸疾患研究会 

2008年 6月 24日, つくば 

38. 山本隆行 

ランチョンセミナー 「顆粒球吸着療法による炎症制御の意義」:  

潰瘍性大腸炎患者の大腸粘膜における顆粒球吸着療法の炎症抑制作用につい

て：内視鏡所見と粘膜サイトカイン産生量の検討 

第 53回日本透析医学会学術集会・総会 

2008年 6月 21日, 神戸 

39. 山本隆行 

シンポジウム 「クローン病の長期予後：本邦のエビデンスを求めて」： 

緩解期クローン病に対する長期経腸栄養療法の臨床的および内視鏡効果: 前

向き比較試験 

第 94回日本消化器病学会総会 

2008年 5月 8日, 福岡 

40. 山本隆行 

特別講演：クローン病の緩解維持に栄養療法は有用か? －最新のエビデンスと

今後の展望－ 

第 23回高知腸疾患研究会 

2008年 3月 15日, 高知 

41. 山本隆行, 中東 真紀, Abbi Saniabadi, 岩田 崇, 丸山 泰貴, 梅枝 覚, 松本 

好市 

小越章平記念 Best Paper in 2007 受賞講演：緩解期クローン病患者における長

期の経腸栄養療法の臨床的および内視鏡的効果と粘膜内のサイトカイン産生に

およぼす影響について：前向き比較試験 

第 23回日本静脈経腸栄養学会 

2008年 2月 21日, 京都 

42. 山本隆行 

ランチョンセミナー：クローン病における長期緩解を目指した栄養療法 ～最新の

エビデンスを求めて～ 

第 11回日本病態栄養学会年次学術集会 

2008年 1月 12日, 京都 

43. 山本隆行 

クローン病における経腸栄養療法の緩解維持効果 −臨床試験の結果から− 

第49回ばんたね消化器研究会「教育講演」 

2007年9月29日, 名古屋 

44. 丸山泰貴, 山本隆行, 梅枝 覚, 北川達士, 松本好市 

当院における潰瘍性大腸炎に対する顆粒球除去療法の安全性と有用性の検討 

第 5回三重 IBD研究会 

2007年 8月 2日, 津 

45. 山本隆行 

活動期および術後クローン病に対する成分経腸栄養療法の有用性 −粘膜病変



2012年 1月現在                                                 Page 

16 

に対する効果− 

エレンタール®
 25周年記念講演会 

2007年 7月 21日, 仙台 

46. 丸山泰貴, 山本隆行, 梅枝 覚, 松本好市 

潰瘍性大腸炎に対する顆粒球除去療法の安全性と臨床的および内視鏡的効果 

日本消化器病学会東海支部第 106回例会 

2007年 6月 16日, 浜松 

47. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本好市 

パネルディスカッション: 血球成分除去療法の世界標準治療法確立に向けて －

基礎および臨床からの発信－ 

Selective Leukocytapheresisの潰瘍性大腸炎患者の大腸粘膜の炎症に及ぼす作

用について: Mucosal Cytokine Profiles と Endoscopic Findings 

第 93回日本消化器病学会総会 

2007年 4月 19-21日, 青森 

48. 山本隆行, 梅枝 覚, 松本好市 

パネルディスカッション: クローン病の長期緩解維持をめざして 

クローン病術後再発に関与する因子と Evidence Based Medicineに基づく再発予

防策: Systematic Literature Review 

第 93回日本消化器病学会総会 

2007年 4月 19-21日, 青森 

49. 山本隆行 

ランチョンセミナー: クローン病に対する経腸栄養療法の再評価 －緩解導入お

よび維持効果− 

第 93回日本消化器病学会総会 

2007年 4月 19-21日, 青森 

50. 山本隆行 

外科術後成分栄養療法のエビデンス 

エレンタール®
 25周年記念講演会 

2007年 2月 10日, 名古屋 

51. 山本隆行, 中東真紀, 梅枝 覚, 北川達士, 松本好市 

活動期クローン病に対するエレンタールによる経腸栄養療法の臨床効果と腸管

粘膜の Cytokine Productionに及ぼす作用: A Prospective Study 

第 13回三重県クローン病研究会 

2007年 1月 26日, 津 

52. 山本隆行. 

特別講演 「IBD治療, 栄養管理の日本およびアメリカにおける現状と今後の方

向性. クリーブランドクリニックでの経験から」 

第 53回日本栄養改善学会学術集会. 第 9回自由集会「クローン病の食事療法を

考える会」 

2006年 10月 25日, 筑波 
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その他 (2007年～) 

1. 山本隆行 

～生物学的製剤導入例への経腸栄養療法～ 臨床意義のエビデンスはない 

Medical Tribune Vol. 44, No. 30, p11, 2011.7.28. 

2. 山本隆行 

炎症性腸疾患の新しい治療選択を議論 

Medical Tribune Vol. 43, No. 48, p29, 2010.12.2. 

3. 山本隆行 

学会報告: クローン病切除後早期の吻合部回腸側の内視鏡所見と臨床的再発

率との関連: A Prospective Endoscopic Cohort Study 

http://www.web-gi.net/gakkai/gakkai/gakkai04.html 

Web-GI 消化管領域情報サイト, ユーシービージャパン株式会社 

4. 山本隆行 

学会報告: クローン病切除術後早期の吻合部回腸側の内視鏡所見と臨床的再

発率との関連: A Prospective Endoscopic Cohort Study 

http://web-gi.net/gakkai/gakkai/gakkai04_a.html 

Web-GI 消化管領域情報サイト 

5. 山本隆行 

Conference Report: 樹状細胞やサイトカインの変化が機序に関与 明らかになっ

てきた GCAPの炎症制御 

Japan Medicine No.1277 / 12面 2008.6.30.発行 

6. 山本隆行 

炎症性腸疾患: クローン病の手術適応と術後再発率および再発形式との関連 

JDDW 2008 リポート 

7. 山本隆行 

学会報告: クローン病における初回手術時の手術適応(穿孔型/非穿孔型)と術後

再発率および再発形式との関連 －Meta-Analysis－ 

http://web-gi.net/gakkai/ddw/ddw07_a.html 

Web-GI 消化管領域情報サイト 

8. Yamamoto T. 

Increased Incidence of Crohn’s Disease Seen in Japan. 

http://my.clevelandclinic.org/Documents/Digestive_Disease/Crohns_Digest_Winter

_2007.pdf 

Fall/Winter 2007 issue, Cleveland Clinic Crohn’s Digest. 

9. 山本隆行 

術後クローン病における前向き比較試験 −臨床的・内視鏡的評価− 

AJIMed 成分栄養 「臨床エビデンス」 

10. 山本隆行 

学会/セミナースケジュール: クローン病に対する経腸栄養療法の再評価 −緩解

導入および維持効果− 

11. 山本隆行 

炎症性腸疾患のコントロール: 喫煙はクローン病術後再発の大きな危険因子 

第93回日本消化器病学会リポート 

http://web-gi.net/gakkai/ddw/ddw07_a.html
http://web-gi.net/gakkai/ddw/ddw07_a.html
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12. 山本隆行 

学会報告: クローン病術後再発に関与する因子と Evidence Based Medicineに基

づく再発予防策: Systematic Literature Review 

http://www.web-gi.net/gakkai/gakkai/gakkai05_b.html  

Web-GI 消化管領域情報サイト 

13. 山本隆行 

経腸栄養療法の実際: 活動期および術後クローン病に対する成分経腸栄養療法

の有用性 −粘膜病変に対する効果を含めて− 

 

受 賞 (2006年～) 

1. 山本隆行 

日本静脈経腸栄養学会 小越章平記念 Best Paper in 2007 

2007 年 11 月 24 日 

2. Yamamoto T. 

Kathleen Eleanor Fazio Traveling Fellow Award. 

Department of Surgery, The Cleveland Clinic Foundation. 

February 2006. 

 


